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序
説

天
台
山
の
詩
歌
を
収
録
す
る
文
献

天
台
山
に
関
わ
る
詩
を
も
っ
ぱ
ら
収
録
し
て
い
る
選
集
に
、
宋
の
李
庚
や
林
師
蒧
等
が
編
集
に
関
わ
っ

た
「
天
台
前
集
」
が
あ
る
。
他
に
、
近
人
の
集
注
で
あ
る
許
尚
枢
の
「
天
台
山
詩
聯
選
注
」
が
あ
る
。
卑

見
に
よ
れ
ば
、
選
集
は
こ
の
二
点
で
あ
る
。
そ
の
他
、
明
の
釈
伝
灯
撰
述
の
「
天
台
山
方
外
志
」
、
「
古

今
図
書
集
成
」
で
も
詩
を
集
め
た
部
分
が
あ
る
。
以
下
簡
単
に
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
述
べ
る

。

(

一)

天
台
前
集
」
に
つ
い
て

「
天
台
前
集
」
は
四
庫
全
書
に
収
録
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
先
ず
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
の

該
当
箇
所
を
掲
げ
て
翻
訳
し
、
次
に
こ
の
資
料
に
つ
い
て
の
解
説
を
施
す
。

＊
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
巻
一
八
七

集
部
四
○

総
集
類
二(

本
文
は
珍
本
第
二
集
所
収)

■
本
文
の
部

【
天
台
前
集
三
巻
前
集
別
編
一
巻
續
集
三
巻
續
集
別
編
六
巻
】（
浙
江
范
懋
柱
家
天
一
閣
藏
本)

案
是
集
皆
裒
輯
天
台
題
咏
。
《
前
集
》
、
宋
李
庚
原
本
、
林
師
蒧
等
増
修
、
皆
録
唐
以
前
詩
、
成
於
寧
宗

嘉
定
元
年
戊
辰
、
有
郡
守
宣
城
李
兼
序
。
《
前
集
別
編
》
一
巻
、
則
師
蒧
子
表
民
所
輯
補
。
又
附
拾
遺
詩

十
二
首
、
有
陳
耆
卿
跋
、
及
表
民
自
記
、
題
癸
未
小
至
、
乃
嘉
定
十
六
年
。
《
續
集
》
前
二
巻
亦
李
庚
原

本
、
後
一
巻
則
師
蒧
林
登
李
次
謩
等
所
彙
録
、
皆
宋
初
迄
宣
政
間
人
之
詩
、
亦
成
於
嘉
定
元
年
。
後
附
拾

遺
詩
七
首
、
跋
稱
得
此
於
會
稽
鬻
書
者
十
年
、
今
刻
之
《
續
集
》
後
似
亦
爲
表
民
所
題
也
。《
續
集
別
編
》
、

則
表
民
以
所
得
南
渡
後
諸
人
之
詩
、
及
《
續
集
》
内
闕
載
者
、
次
第
裒
次
而
成
。
前
五
巻
末
有
表
民
自
跋
、

題
戊
申
中
秋
、
乃
理
宗
淳
祐
八
年
。
後
一
巻
末
題
庚
戌
夏
五
、
則
淳
祐
十
年
。
蓋
父
子
相
繼
甄
輯
、
歴
四

十
年
而
後
成
書
也
。
庚
字
子
長
、
其
爵
里
無
考
。
惟
李
兼
序
有
「
李
棨
出
其
先
公
御
史
所
裒
文
集
」
語
、

又
有
「
寓
公
李
公
語
」
、
則
嘗
官
御
史
而
流
寓
天
台
者
也
。
師
蒧
字
詠
道
、
臨
海
人
、
嘗
官
州
學
學
諭
。

表
民
字
逢
吉
、
與
林
登
李
次
謩
仕
履
均
不
可
考
。
表
民
別
有
《
赤
城
集
》
、
詩
文
兼
載
、
此
集
則
有
詩
而

無
文
。
雖
僅
方
偶
之
賦
詠
、
而
遺
集
淪
亡
者
、
毎
籍
此
以
幸
存
百
一
、
足
爲
考
古
者
採
摭
之
所
資
、
固
當

與
《
會
稽
掇
英
總
集
》
諸
書
並
傳
不
廢
矣
。
此
爲
明
初
刊
本
、
而
《
前
集
》
後
題
「
台
州
州
學
教
授
姚
宜

中
校
勘
」
一
行
。
《
前
集
別
編
》
後
題
「
台
州
州
學
教
授
姜
一
容
點
檢
」
一
行
。
蓋
原
從
宋
刻
翻
雕
、
故

尚
仍
舊
式
。
惟
毎
集
下
以
元
亨
利
貞
四
字
分
編
。
案
「
貞
」
乃
宋
仁
宗
嫌
名
、
宋
代
諸
書
例
皆
改
避
、
師

蒧
等
不
應
於
標
目
之
中
、
顯
觸
廟
諱
、
殆
重
刻
者
所
妄
加
歟
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

案
ず
る
に
是
の
集
は
皆
な
天
台
の
題
咏
を
裒
輯
す
る
な
り
。

《
前
集
》
は
、
宋
李
庚
の
原
本
、
林
師
蒧
等
の
増
修
、
皆
な
唐
以
前
の
詩
を
録
す
。
寧
宗
の
嘉
定
元
年
戊

辰
に
成
る
。
郡
守
宣
城
の
李
兼
の
序
有
り
。

《
前
集
別
編
》
一
巻
は
、
則
ち
師
蒧
の
子
の
表
民
の
輯
補
す
る
所
な
り
。
又
た
拾
遺
詩
十
二
首
を
附
す
。

陳
耆
卿
の
跋
、
及
び
表
民
の
自
記
有
り
。「
癸
未
小
至
」
と
題
す
れ
ば
、
乃
ち
嘉
定
十
六
年
な
り
。

《
績
集
》
前
二
巻
も
亦
た
李
庚
の
原
本
、
後
一
巻
は
則
ち
師
蒧
、
林
登
、
李
次
謩
等
の
彙
録
す
る
所
な
り
。

皆
な
宋
初
よ
り
宣
政
間
迄
の
人
の
詩
な
り
。
亦
た
嘉
定
元
年
に
成
る
。
後
に
拾
遺
詩
七
首
を
附
す
。
跋
に
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「
此
を
會
稽
の
鬻
書
に
得
て
十
年
、
今
《
續
集
》
の
後
に
刻
す
」
と
稱
す
れ
ば
、
亦
た
表
民
の
題
す
る
所

た
る
が
ご
と
し
。

《
績
集
別
編
》
は
、
則
ち
表
民
得
る
所
の
、
南
渡
後
の
諸
人
の
詩
、
及
び
《
績
集
》
内
に
闕
載
せ
る
者
を

以
て
、
次
第
に
裒
次
し
て
成
る
。
前
五
巻
末
に
表
民
の
自
跋
有
り
。
「
戊
申
中
秋
」
と
題
す
れ
ば
、
乃
ち

理
宗
の
淳
祐
八
年
な
り
。
後
一
巻
の
末
に
「
庚
成
夏
五
」
と
題
す
れ
ば
、
則
ち
淳
祐
十
年
な
り
。

蓋
し
父
子
相
繼
い
で
甄
輯
し
、
四
十
年
を
歴
し
て
後
に
成
書
す
る
な
り
。

庚
、
字
は
子
長
、
其
の
爵
里
に
考
無
し
。
惟
だ
李
兼
の
序
に
「
李
棨
、
其
の
先
公
の
御
史
の
裒
す
る
所

の
文
集
を
出
す
」
の
語
有
り
。
又
た
「
寓
公
李
公
」
の
語
有
れ
ば
、
則
ち
嘗
て
御
史
に
官
し
て
天
台
に
流

寓
す
る
者
な
り
。

師
蒧
、
字
は
詠
道
、
臨
海
の
人
。
嘗
て
州
學
學
諭
に
官
た
り
。

表
民
、
字
は
逢
吉
、
林
登
・
李
次
謩
と
仕
履
す
る
も
均
し
く
考
す
べ
か
ら
ず
。
表
民
に
別
に
《
赤
城
集
》

有
り
。
詩
文
兼
載
す
。
此
の
集
は
則
ち
詩
有
り
て
文
無
し
。

僅
に
方
偶
の
賦
詠
な
り
と
雖
も
、
淪
亡
を
遺
集
す
る
者
に
し
て
、
毎
籍
此
以
て
、
幸
い
に
百
に
一
を
存

す
。
古
を
考
う
る
者
の
採
摭
の
資
す
る
所
と
爲
る
に
足
る
。
固
よ
り
《
會
稽
掇
英
總
集
》
諸
書
の
並
び
に

傳
し
て
廢
せ
ざ
る
に
當
る
。

此
れ
明
初
の
刊
本
た
り
て
、《
前
集
》
の
後
に
「
台
州
州
學
教
授
姚
宜
中
校
勘
」
の
一
行
を
題
す
。
《
前

集
別
編
》
の
後
に
「
台
州
州
學
教
授
姜
一
容
點
檢
」
の
一
行
を
題
す
。
蓋
し
原
は
宋
刻
に
從
い
て
翻
雕
す

る
な
り
。
故
に
尚
ほ
舊
式
に
仍
る
。
惟
だ
毎
集
の
下
に
「
元
亨
利
貞
」
四
字
を
以
て
編
を
分
す
。
案
ず
る

に
「
貞
」
は
乃
ち
宋
仁
宗
の
嫌
名
な
り
。
宋
代
の
諸
書
の
例
皆
な
改
避
す
。
師
蒧
等
應
に
標
目
の
中
に
お

い
て
顯
か
に
廟
諱
に
觸
れ
る
べ
か
ら
ず
。
殆
ん
ど
重
刻
せ
る
者
の
妄
り
に
加
ふ
る
所
な
ら
ん
か
。

●
語
注

○
裒
輯

よ
せ
あ
つ
め
る
こ
と

。

○
李
庚

「
宋
人
伝
記
資
料
索
引
」
に
、
字
は
子
長
、
臨
江
県
（
四
川
省
）
の
人
で
、
臨
海
県
（
浙
江
省
）

に
流
寓
し
た
。
紹
興
十
五
年
（
一
一
四
五
）
の
進
士
。
官
監
察
御
史
、
兵
部
郎
中
を
歴
し
、
南
剣
州
県
の

知
事
と
な
り
、
袁
州
県
の
知
事
に
転
任
し
よ
う
と
し
た
が
、
赴
任
す
る
前
に
亡
く
な
っ
た
。「
詅
癡
符
集
」

が
あ
る
、
と
あ
る
。

○
林
師
蒧

「
宋
人
伝
記
資
料
索
引
」
に
、
字
は
詠
道
、
号
は
竹
邨
、
臨
海
県
の
人
。
博
雅
に
し
て
古
を

好
み
、
古
帖
秘
文
を
買
い
集
め
、
千
余
巻
を
積
み
上
げ
て
、
校
讐
校
訂
に
打
ち
込
ん
で
日
夜
を
忘
れ
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
王
厚
之
や
桑
世
昌
ら
の
名
流
と
交
わ
っ
た
。
年
七
十
五
に
し
て
卒
し
た
。
唐
以
前
の
天
台

山
を
歌
っ
た
題
詠
を
集
め
て
「
天
台
前
集
」
を
編
纂
し
た
、
と
あ
る
。
。

○
李
兼

「
宋
人
伝
記
資
料
索
引
」
に
、
字
は
孟
達
、
号
は
雪
巌
、
宣
城
（
安
徽
省
）
の
人
で
、
李
宏
の

孫
。
台
州
県
の
知
事
を
つ
と
め
、
善
政
を
敷
き
、
民
に
慕
わ
れ
た
。
開
禧
四
年
（
一
二
○
八
）
に
亡
く
な

る
と
、
吏
民
は
巷
で
哭
す
る
も
の
が
続
出
し
、
市
場
を
閉
鎖
さ
れ
た
、
と
あ
る
。

○
林
表
民

「
宋
人
伝
記
資
料
索
引
」
に
、
字
は
逢
吉
、
号
は
玉
渓
、
台
州
臨
海
県
の
人
。
師
蒧
の
子
。

博
物
洽
聞
で
、「
赤
城
續
志
」「
三
志
」
「
赤
城
集
」
「
玉
渓
吟
草
」
な
ど
の
著
述
が
あ
る
、
と
あ
る
。

○
仕
履

熟
語
は
無
い
が
、
任
官
の
こ
と
だ
ろ
う
。

○
陳
耆
卿

「
宋
人
伝
記
資
料
索
引
」
に
、
一
一
八
○
～
一
二
三
六
。
字
は
寿
老
、
号
は
篔
牕
、
臨
海
県

の
人
。
嘉
定
七
年
（
一
二
一
四
）
の
進
士
。
官
は
国
子
監
司
業
に
至
り
、
端
平
三
年
（
一
二
三
六
）
卒
。

著
に
「
論
孟
紀
蒙
」
「
篔
牕
集
」
「
赤
城
志
」
（
い
わ
ゆ
る
「
〔
嘉
定
〕
赤
城
志
）
が
あ
る
、
と
あ
る
。



- 3 -

○
小
至

冬
至
の
一
目
前
。

○
林
登

「
宋
人
伝
記
資
料
索
引
」
に
よ
れ
ば
、
字
は
叔
父
、
小
名
は
克
仁
、
小
字
は
公
寿
。
靖
州
会
同

県
（
湖
南
省
）
の
人
。
賦
に
長
じ
、
宝
祐
四
年
（
一
二
五
六
）
に
五
十
一
歳
で
進
士
に
及
第
し
た
、
と
あ

る
。

○
李
次
謩

不
詳
。

○
宣
政
間

政
和
宣
和
な
ら
ば
、
徽
宗
末
の
年
号
。
北
宋
末
と
い
う
こ
と
か
。

○
裒
次

集
め
て
編
次
す
る
。

○
甄
輯

調
査
し
て
集
め
る
。

○
李
棨

不
詳
。

○
寓
公
李
公

こ
の
句
、
現
行
本
の
李
兼
の
序
に
な
し
。

○
方
偶

一
方
の
隅
。

○
淪
亡

沈
み
滅
び
る
。

○
採
摭

拾
い
取
る
。

○
合
稽
掇
英
總
集

二
十
巻
。
宋
孔
延
之
の
編
。
越
川
の
長
官
で
あ
っ
た
と
き
に
会
稽
に
関
す
る
詩
文
・

金
石
な
ど
八
百
五
篇
を
あ
つ
め
た
も
の
。
存
。
四
庫
全
書
所
収
。

○
嫌
名

天
子
や
父
祖
の
名
と
同
音
、
ま
た
は
似
通
っ
た
音
の
文
字
。
も
と
も
と
天
子
や
父
祖
の
名
と
同

じ
文
字
は
、
避
諱
と
し
て
、
書
い
た
り
読
ん
だ
り
す
る
の
を
避
け
て
い
た
が
、
や
が
て
諱
と
紛
ら
わ
し
い

音
の
文
字
も
避
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仁
宗
の
諱
は
、
禎
で
あ
り
、
貞
の
嫌
名
で
あ
る
。

○
標
目

題
名
か
。

●
口
語
訳

考
え
る
に
、
こ
の
総
集
は
、
す
べ
て
天
台
山
に
関
わ
る
詩
歌
を
集
め
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
天
台
前
集
」
は
、
宋
の
李
庚
の
原
本
に
、
林
師
蒧
ら
が
増
修
を
加
え
た
も
の
。
す
べ
て
唐
以
前
の
詩

を
収
録
す
る
。
寧
宗
の
嘉
定
元
年
（
一
二
○
八
）
戊
辰
に
完
成
し
た
。
郡
守
で
あ
る
宣
城
の
李
兼
の
序
が

あ
る
。

「
前
集
別
編
」
一
巻
は
、
林
師
蒧
の
子
の
林
表
民
が
集
め
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
拾
遺
詩
十

二
首
を
付
加
し
て
い
る
。
陳
耆
卿
の
跋
と
林
表
民
の
自
記
が
あ
る
。
「
嘉
定
癸
未
小
至
」
と
記
し
て
い
る

の
で
、
嘉
定
十
六
年
（
一
二
二
三
）
の
作
で
あ
ろ
う
。

「
績
集
」
の
上
中
の
二
巻
も
、
李
庚
の
原
本
に
、
林
師
蒧
ら
が
増
修
を
加
え
た
も
の
で
、
下
巻
は
林
師

蒧
、
林
登
、
李
次
謩
ら
が
集
め
て
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
宋
初
か
ら
徽
宗
朝
ま
で
（
北
宋
）
の

人
の
詩
で
あ
る
。
こ
れ
も
嘉
定
元
年
に
完
成
し
た
。
最
後
に
拾
遺
詩
七
首
を
付
加
す
る
。
跋
に
「
こ
の
書

を
会
稽
の
書
肆
に
て
手
に
入
れ
て
か
ら
十
年
、
今
「
續
集
」
の
後
ろ
に
刻
す
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
も
林
表
民
が
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
績
集
別
編
」
は
、
林
表
民
が
得
た
、
宋
室
南
渡
後
（
南
宋
）
の
諸
人
の
詩
、
及
び
「
績
集
」
で
収
録

漏
れ
し
た
も
の
を
、
順
序
立
て
て
集
め
て
作
っ
た
も
の
。
前
五
巻
の
末
尾
に
林
表
民
の
自
跋
が
あ
る
。
そ

こ
で
は
「
淳
祐
戊
申
中
秋
」
と
あ
る
の
で
、
理
宗
の
淳
祐
八
年
（
一
二
四
八
）
の
作
で
あ
ろ
う
。
最
後
の

一
巻
の
末
尾
に
は
「
庚
成
夏
五
」
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
淳
祐
十
年
（
一
二
五
○
）
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
林
師
蒧
、
林
表
民
父
子
が
、
継
続
的
に
調
査
し
て
集
め
、
四
十
年
を
か
け
て
後
に
全
体
が

完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

李
庚
、
字
は
子
長
、
そ
の
爵
里
に
つ
い
て
は
考
え
る
手
立
て
が
無
い
。
た
だ
李
兼
の
序
に
「
李
棨
が
、
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そ
の
父
君
で
あ
る
御
史
が
集
め
た
文
集
を
出
す
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
た
「
寓
公
李
公
」
の
言
葉
も

あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
李
庚
は
、
嘗
て
御
史
の
官
と
し
て
天
台
に
流
寓
し
た
こ
と
が
あ
る
者
な
の
で
あ

ろ
う
（
語
注
参
照
）
。

林
師
蒧
、
字
は
詠
道
、
臨
海
の
人
。
嘗
て
州
学
学
諭
に
任
官
し
た
。

林
表
民
、
字
は
逢
吉
。
林
登
、
李
次
謩
と
も
に
ど
う
い
う
官
に
つ
い
た
の
か
、
何
も
分
か
ら
な
い
。
表

民
に
は
別
に
「
赤
城
集
」
と
い
う
書
物
が
あ
る
。
そ
ち
ら
は
詩
と
文
章
の
両
方
掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
「
天
台
集
」
で
は
、
詩
の
み
で
文
章
は
収
録
し
て
い
な
い
。

こ
の
集
は
、
ほ
ん
の
片
隅
の
場
所
に
つ
い
て
歌
っ
た
も
の
だ
が
、
滅
び
て
し
ま
っ
た
も
の
の
中
か
ら
探

し
集
め
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
幸
運
に
も
百
の
う
ち
一
で
も
存
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
古
い
時
代
の

こ
と
を
考
究
す
る
者
が
古
い
資
料
を
拾
い
集
め
る
の
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
の
「
会
稽
掇
英
總
集
」

と
い
っ
た
書
籍
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
伝
存
し
て
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
に
あ
た
る
。

こ
れ
明
初
の
刊
本
で
、
「
前
集
」
の
最
後
に
「
台
州
州
學
教
授
姚
宜
中
校
勘
」
の
一
行
を
書
き
付
け
て

あ
る
。
「
前
集
別
編
」
の
後
ろ
に
は
「
台
州
州
學
教
授
姜
一
容
點
檢
」
の
一
行
が
書
き
付
け
て
あ
る
。
お

そ
ら
く
、
元
々
は
宋
刻
刊
本
に
倣
っ
て
復
刻
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
な
の
で
形
式
は
旧
式
に
従
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
た
だ
各
集
の
下
に
「
元
亨
利
貞
」
の
四
字
を
用
い
て
編
を
分
け
て
い
る
。
考
え
る
に
「
貞
」
は

宋
仁
宗
の
諱
で
あ
る
「
禎
」
と
音
が
似
て
い
る
嫌
名
で
あ
る
。
宋
代
の
諸
書
で
は
み
な
こ
の
字
を
避
け
て

用
い
な
い
。
師
蒧
ら
は
題
目
な
ど
に
お
い
て
明
ら
か
に
廟
諱
に
抵
触
し
て
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
。
（
本
来

嫌
名
で
あ
る
「
貞
」
の
字
を
含
む
「
元
亨
利
貞
」
は
用
い
ら
れ
て
居
ら
ず
）
重
刻
し
た
者
が
勝
手
に
書
き

加
え
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

■
解
説

「
四
庫
提
要
」
の
記
事
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
「
天
台
前
集
」
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。

本
書
は
も
と
は
「
天
台
集
」
と
い
う
名
で
、
李
庚
な
る
人
物
が
天
台
山
に
関
わ
る
唐
代
以
前
の
人
の
作

品
を
集
め
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
林
師
蒧
ら
が
補
修
を
加
え
て
三
巻
本
と
し
、
南
宋
の
嘉
定
元

年
（
一
二
○
八)

に
世
に
出
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
林
師
蒧
の
子
の
林
表
民
が
北
宋
期
の
詩
を
集
め
、

「
天
台
続
集
」
と
し
て
「
天
台
集
」
の
附
録
と
し
た
。
更
に
、
嘉
定
十
六
年(

一
二
二
三)

に
至
り
、
林

表
民
が
唐
代
の
詩
を
拾
遣
し

「
前
集
別
編
」
と
し
た
。
更
に
淳
祐
八
年
（
一
二
四
八)

か
ら
同
十
年(

一

二
五
○)

に
か
け
て
、
や
は
り
林
表
民
が
宋
朝
南
渡
後
の
作
品
と
「
天
台
続
集
」
未
収
録
の
作
品
と
を
集

め
た
の
が
「
続
集
別
編
」
で
あ
る
。
林
表
民
に
は
、
他
に
天
台
山
に
関
す
る
詩
文
集
で
あ
る
「
赤
城
集
」

の
編
集
も
あ
っ
た
。

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
主
に
唐
代
以
前
の
作
品
を
扱
う
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
天
台
前
集
」
「
前
集

別
編
」
収
録
の
詩
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
お
く
。

上
巻
に
は
、
孫
綽
の
賦
な
ど
六
朝
期
の
賦
が
二
篇
、
李
徳
裕
の
賦
が

一
篇
。
謝
霊
運
と
李
巨
仁
な
ど

六
朝
の
詩
が
三
篇
。
唐
玄
宗
以
下
中
唐
ま
で
の
詩
が
五
十
一
篇
。
中
巻
に
は
、
中
晩
唐
の
詩
が
八
十
一
篇
。

下
巻
に
は
、
晩
唐
や
僧
侶
の
詩
が
五
十
九
篇
。
別
編
に
は
、
秦
時
歌
謡
な
ど
隋
以
前
の
詩
が
七
篇
、
唐
代

の
詩
が
九
十
三
篇
。
拾
遣
に
は
葛
玄
の
詩
が
一
篇
、
唐
代
の
詩
が
十
一
篇
収
録
さ
れ
て
い
る
。
合
計
す
る

と
、
賦
が
三
篇
で
詩
が
三
百
六
篇
。
時
代
で
言
え
ば
、
隋
以
前
の
も
の
が
十
三
篇
で
唐
代
の
も
の
が
二
百

九
十
六
篇
と
な
る
。

唐
代
の
も
の
で
は
全
唐
詩
に
未
収
の
も
の
も
あ
り
（
柳
泌
「
贈
衡
岳
隠
禅
師
」
、
李
紳
「
題
龍
宮
寺
淨

院
四
上
人
」
、
鄭
薰
「
桐
柏
観
」
等)

、
ま
た
文
字
の
異
同
の
検
討
の
上
で
も
貴
重
で
あ
る
。
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本
サ
イ
ト
で
は
「
前
集
」
と
略
す
。

(

二)

釈
伝
灯
「
天
台
山
方
外
志
」

本
書
は
天
台
山
の
地
誌
で
、
撰
者
の
釈
伝
灯
は
、
天
台
山
の
高
明
寺
の
僧
侶
。
万
暦
二
十
九
年
（
一
六

○
一
）
の
成
書
。
「
中
国
仏
寺
志
議
刊
」
第
三
輯
所
収
。
全
三
十
巻
で
、
巻
二
十
七
～
巻
三
十
の
「
文
章

考
」
に
、
明
代
ま
で
の
天
台
山
関
係
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
サ
イ
ト
で
は
「
方
外
志
」
と
略
す
。

(

三)

「
古
今
図
書
集
成
」

正
式
名
は
、
欽
定
古
今
図
書
集
成
。
清
初
に
編
ま
れ
た
中
国
最
大
の
類
書
。
康
熙
帝
の
命
に
よ
り
編
集

が
始
ま
り
、
雍
正
帝
の
時
に
完
成
（
雍
正
四
年
［
一
七
二
六
］
の
序
有
り
）
。

方
輿
彙
編
山
川
典
の
、
第
一
百
二
十
一
巻
～
巻
一
百
二
十
五
が
天
台
山
、
巻
一
百
二
十
六
が
桐
相
山
を

対
象
と
す
る
。
こ
の
う
ち
、
巻
一
百
二
十
五
天
台
山
部
芸
文
三
が
詩
で
、
明
代
ま
で
の
詩
を
収
録
し
て
い

る
。
ま
た
巻
一
百
二
十
六
に
も
桐
栢
山
関
係
の
詩
を
若
干
収
録
す
る
。

本
サ
イ
ト
で
は
「
古
今
」
と
略
す
。

(

四)

許
尚
枢
「
天
台
山
詩
聯
選
注
」

西
安
地
図
出
版
社
の
「
天
台
山
旅
遊
文
化
叢
書(

全
五
冊
）
の
ひ
と
つ
。
許
尚
枢
の
編
著
。
赤
城
・
桐

栢
な
ど
の
地
域
に
分
け
な
が
ら
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
詩
を
収
録
し
、
簡
単
な
註
を
施
し
た
も
の
。
日

本
人
の
作
品
や
、
聯
な
ど
も
収
録
し
て
い
る
。

本
サ
イ
ト
で
は
「
許
本
」
と
略
す
。

以
上

訳
注
加
筆
修
正
：
薄
井
俊
二

二
○
二
三
年
五
月
三
十
日

＊
本
稿
は
、
拙
稿
「
天
台
山
の
詩
歌
（
其
一
）
」（
「
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
育
学
部
）
」
第
五
八
巻
第
一
号
、
二
○
○
九
年
三

月
）
を
元
に
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。


